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今月から衣替えになり、すっかり日も短くなりました。夕方５時を過ぎるともう辺りは暗くなってしまいま

す。ですが、昼時は未だに気温が高く半袖で過ごす生徒がまだ多くいる状況です。いつまでも高い気温に混乱

してしまいそうですが、この時期は霜降（そうこう）といって「霜が降りるようになる頃」の時期です。つい

この間まで夏だったことを考えると１年が過ぎるのはあっという間だと感じますね。人の時間の感じ方は不思

議なもので、時間の経過に注意を向ける回数が増えると進み具合が遅く感じられるのだそうです。なので、電

車の遅れやステージを待たされる５分間を長く感じるのは、時間の経過を気にし過ぎているかららしいです。   

世界に目を向けるとイスラエルとハマスの戦争が１年になります。ガザ地区の死者は４万人を超えると言わ

れています。ガザでの時間はどう感じられるのでしょうか。戦乱の地から遠く離れた安全な場所にいる人にと

っての一年は「もう１年」と早く感じる人も多いと思います。ガザに暮らす人々にとってはもっと長く感じら

れるのかもしれませんね。「やっと一年」「まだ１年」でしょうか…。今回の合唱コンクールの曲には、「HEIWA

の鐘」、「信じる」、「空は今」、「世界をかえるために」など平和への願いを歌ったものが多くありました。戦乱

が終わり、平和へと進む時計の針がもっと速く進んで欲しいと思いますね。 

さて、１０月２４日、湘南台文化センター市民シアターで、みなさんにとっては２回目となる合唱コンクー

ルが行われました。手探りのような感じだった昨年とは違い、練習の取り組み方や当日の雰囲気なども分かっ

ていると思っていましたが、１０月初めの学年リハーサルでは、自信を持って歌うことができない人が多く、

本番までに間に合うのかと心配させられました。ですが当日は、学年合唱の「HEWA の鐘」から期待以上の迫

力とハーモニーが奏でられ、クラス合唱では、審査員泣かせの出来映えが続く素晴らしい歌声を響かせてくれ

ました。本番が近づくにつれて、どのクラスも取り組みに熱が入ってきたのだと思います。合唱の素晴らしさ

は「歌うことって楽しい」「人と声を合わせるとこんなに綺麗なんだ」と実感できることです。今回、それを実

感できた人も多かったのではないでしょうか。スポーツでは、組織力のある強いチームが一人二人のスーパー

スターのいるチームに負けてしまうなんてことはよくあることです。しかし合唱は、一人二人のスーパースタ

ーがいるチームより、凡人でも全員がお互いを聴き合いながら一生懸命歌っているチームの方が、ハモりが美

しく、迫力のあるパフォーマンスを発揮できます。なので、合唱は「個人の才能」より「チームワーク」の方

が大切だと言われます。そのチームワークを作るために、「何て声をかけたら良いか分からないけど、それでも

かけ続けなくてはいけない…」とか「当日は口パクで良いよと言われた。見返してやる」など悔しさや苦しさ

など大変だったことが必ずあったはずです。そんな苦労を乗り越えた深みがみなさんの合唱によく表れていた

ように感じました。チームとはそれぞれの役割をしっかり果たしてこそ出来上がるものです。この後の「振り

返り」にも載せましたが、そこには役割をしっかり果たすことができた満足感と仲間への感謝の言葉が数多く

書かれています。今回、みなさんがチーム力を高めた証だと思います。 

結果は次の様になりました。 

最優秀賞 「地球星歌～笑顔のために～」（２１組） 

優秀賞 「旅立ちの時～Asian Dream Song～」（２２組） 

 

 

 

私たち 21 組には実は誰も気づかなかったであろう目標がありました。それ

は「笑顔で歌う」ことでした。曲名や歌詞の中にもある「笑顔のために」という

言葉、私たちが笑顔を主張するなら私たち自身が笑顔で歌うべきだというもの

でした。また、「響歌輝楽」の歌が響けばみんなが楽しめて輝ける、1組はテノ

ールとアルトが多く、ソプラノは 6人だけという人数の差が大きく、歌声のバ

ランスが課題でした。ですが、パートリーダーやクラスの皆、先生方のおかげ

で皆が楽しく輝ける合唱になったのだと思います。最後まで一緒に頑張ってくれた 1組のみんなには感謝しかな

いです。実行委員になって学んだことを今後も活かしていきたいです。  21組 金子 愛奈 

 

 

みなさん、合唱コンクールはお疲れ様でした。全員が練習の成果を発揮できたかは分かりませんが、私はみな

さんの歌声を聞いて、たくさん努力したんだろうなと思いました。指揮や伴奏もなめらかで気持ちの入った動き

で、とても素敵でした。私自身も伴奏は初めてでとても不安だったのですが、クラスの皆の支えで頑張ることが

できたと思っています。練習は大変でしたがと

ても楽しくできました。最後の練習では、みん

な笑顔で楽しく歌うことができました。当日も

楽しくできて、他のクラスの歌も聴けて本当に

感動しました。今までで一番の合唱コンクール

になりました。伴奏、審査員も任せていただい

てとても嬉しかったです。また来年もできたら

やりたいです。  21組 一木 さくら 

 

 

合唱コンクールを終えて感じたことは、合唱実行委員の経験はとても貴重な時

間だったということです。クラスのみんなをまとめたり、連絡事項を伝達するな

ど今まで自分でやったことのない仕事が多かったことや大きな行事の準備など、

本番までの間にたくさんの経験をすることができました。また、クラス全員で一

つの目標に向かって突き進むことが本当に大切だということが分かった気がし

ます。初めはやる気がない人もいて大変でしたが、最後にはみんな協力して最高の合唱を作れたときは本当に嬉

しかったです。優秀賞を獲得することができて良かったです。  22組 石野 祥慈 

 

 

今年の合唱コンクールでは 2 組の目標だった

最優秀賞は獲ることができませんでしたが満

足しています。それは、みんなが目標に向かい

努力する姿勢や最後までやりきる粘り強さを

知ることができたからです。最初の練習の時は

声も出ていなくて、まともに練習をしない人も

いました。不安から始まった合唱コンクールで

したが、練習が進むにつれてみんなの気持ちが

変わり、全員が目標に向かって真剣に歌い、努力するようになっていきました。本番を迎え、今までやってきた

ことすべてを出し切れたときはとても達成感がありました。最優秀賞はとれませんでしたが、それ以上に大切な

ものを得ることができた合唱コンクールになりました。  22組 今野 拓海 
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今年の合唱コンクールは、学校全体の一体感や団結力を高めるものだと改めて

感じさせられた行事となりました。2 年 3 組では、初めはだらけて練習していま

したが、本番に近づくにつれてみんなが本気になっていき、最優秀賞を獲ろうとい

う気持ちになっていきました。やはり一つの目標に向かってクラスがまとまって

いく経験は合唱コンクールならではと思いました。実行委員は練習を進行したり、

連絡事項を伝えたりすることは大変でしたが、練習の成果が出たり、しっかり歌い

きったときの達成感は大きいのでやり甲斐のある仕事でした。合唱を創り上げることは、授業では得られない多

くのことを学べるのでとても意味のある行事だったと思いました。  23組 今中 健心 

 

 

僕は今回の合唱コンクールでたくさんのことを学

ぶことができました。中でも一番感じたことは、仲

間と協力する力です。僕は今回初めて指揮者をやり

ましたが、練習が始まったばかりの時は何をすれば

良いのか不安でいっぱいでした。ですが、実行委員

やパートリーダーがうまくまとめてくれて、１週間

も経たないうちに全員で通せるようになりました。

そして本番が近づくとクラスの団結力も高まり、歌

もどんどん上達していくのが実感できました。僕が指揮者をできたのは、一人ひとりが協力してくれたおかげで

す。ありがとうございました。来年は最後の合唱コンクールなので、今までの経験を活かして最高の合唱コンク

ールになるように頑張りましょう。  ２３組 黒木 創 

 

 

合唱コンクールの目的は「クラスでの合唱練習を通じて、音を大切にする心

を育てると共に、ハーモニーを創り上げる喜びを味わう」です。この目的を達

成するために、私達は練習を重ね、互いの声を尊重しながら音楽の楽しさを体

験してきました。練習の初めは声も小さく、音程やリズムも合わずに苦労しま

したが、仲間と共に努力することで素晴らしいハーモニーが生まれてきました。

本番では、緊張しながらもクラス全員が一つになって歌うことができました。ステージ上でのパフォーマンスは

練習の成果を発揮する瞬間で、拍手を受ける感動は努力が実を結んだ証です。この合唱コンクールを通して音楽

の力や仲間との絆の大切さを実感すると共に、音楽の深さや美しさを感じることができました。これからも音を

大切にし、ハーモニーを楽しむ心を持ち続けたいと思います。 ２４組 佐藤 悠稀 

 

 

合唱コンクールを終えて、私達はいろいろなことを学んだように思います。まず思い浮かぶのはみんなと協力

して一つの合唱を作り上げる楽しさを学んだことです。また、全体の合唱の迫力と感動も知ることができました。

私達のクラスは最初ふざけている人たちもいました。ですが、途中から合唱の楽しさ、みんなで協力して一つの

合唱を作り上げることの大切さに気づき、最高の

合唱を作り上げることができました。残念ながら

賞を獲ることはできませんでしたが、みんなで協

力して最後まで取り組めたので、とても良い思い

出になりました。私達は来年もまた合唱コンクー

ルがあるので、今年の３年生を超えるような最高

の合唱コンクールができたらいいなと思ってい

ます。  ２４組 松井 まお 

◎１１月の予定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 教材費の今年度最終引き落としは１１月１１日（月）です。                  

入金の確認をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事予定 給 日 曜 行事予定 給

1 金 朝会日課 ○ 17 日

2 土 18 月 ○

3 日 文化の日 19 火 ○

4 月 振替休日 20 水 ○

5 火 ３年進路説明会・３年中間テスト ○ 21 木 後期中間テスト（英、理、数） ×

6 水 ３年中間テスト ○ 22 金 後期中間テスト（社、国、学活） ×

7 木 ３年中間テスト ○ 23 土 勤労感謝の日

8 金 ３年実力テスト ○ 24 日

9 土 25 月 ○

10 日 26 火 ○

11 月 ⑥全校集会　（放）後期専門委員会 ○ 27 水 職場体験事前指導 ○

12 火 午前授業（２３組のみ午後研究授業） ○ 28 木 職場体験 ×

13 水 後期評議委員会 ○ 29 金 職場体験 ×

14 木 PM職場体験事前訪問 ○ 30 土

15 金 ○ 1 日

16 土 2 月 ○

＜１２月の予定＞※変更がある場合があります。
　◆　３日（火）～９日（月）　　　　三者面談
　◆１２日（木）　　　　　　　　　　後期専門委員会
　◆１３日（金）　　　　　　　　　　金融講座
　◆１６日（月）　　　　　　　　　　後期評議委員会
　◆２５日（水）～１／６日（月）　　冬休み


